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“Grammaire…Japonaise”…published… in…1899…by…Balet.… …This…book… is…very…
convenient… for…French…users,…with… theoretical…underpinning…explanation.…
Beside…there…are…abundant…of… lively…examples,…detailed…notes…to…dialects…



























没すると，すべての公職を辞退し，徳島市で隠棲し，1929 年 75 歳で亡く
なった．
　モラエスは若いころから，詩を書き，在任中に『極東遊記』9『大日本』10






日本語観」『思想』岩波書店 . ②鈴木重子 (1996)「ワンセスラオ・デ・モラエスと日本
語の翻訳」日本フェノロサ学会 16 ③池内紀 (2008)「二列目の人生・隠れた異才たち」
















































　死の 3 年前に書いた『日本精神』の第 2 章に「言語」21 がある．そこで，
モラエスは日本語についてのさまざまな特徴をあげているが，文中 31 行
にわたって，バレー著『日本語文法』を引用している．そしてこの書のこ



















英語，フランス語，スペイン語の 5 冊の本を上梓する 25．カンドウ神父 26 は











　カトリーヌ・ガルニエ 28 は，「フランスにおける日本語学の 200 年 :1825


























　バレーは第 3 の「文法と辞書の時代」に分類される．この時期 4 冊の仏
和辞典と 3 冊の和仏辞典が刊行された．とくにパリ外国宣教会のレ・マレ











態論」が究められ，第 5 期を迎える．さらに第 6 期には，マエー 36 と雑誌




















　第 2 章　…日本語の基本原理とその構成…（日本語の 7 品詞・動詞，形容詞
の語幹）…p36 〜 39












　第 5 章　代名詞……p98 〜 122
　　第 1 節　人称代名詞（第一人称・第二人称・第三人称）




















　　第 3 節　二重後置詞 ( には，では，でもって，からに )
















　　第 6 節　動詞の型の違い（第 1 活用・第 2 活用・第 3 活用）
　　第 7 節　…複合動詞について（名詞 + 動詞，形容詞 + 動詞，動詞 + 動詞）
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　第 10 章　…接続詞について（と，や，し，が，に・だの・の）… … p267 〜
275
　第 11 章　間投詞について……p276 〜 281









































品詞には，第 4 章に数名詞，第 5 章に代名詞がたてられている．数名詞は，

























































































1…Indéfinie.（不定法）… yomi mi ake
2…Condition.（条件法）… yome mire akere
3…Négative.（否定）… yoma mi ake
4…Positive.（原級）… yomu miru akeru
Vox（態）








1…Simple.（単純）… yomu… miru akeru
2…Potent.（可能）… yomeru mieru…(irrég.) akerareru
3…Pass.（受動）… yomareru mirareru akerareru











































































































































































































































































































































チェンバレン，大久保恵子編・訳 (1999)「『日本語口語入門』第 2 版翻訳」笠間書院（笠
間叢書 327）.





にして」『福岡教育大学紀要第 4 分冊教職科篇（39）』福岡教育大学編 .
飯田史也（2013）「20 世紀はじめのフランスにおける日本語テキストの考察 : ジョセフ・
ドトルメールの”Le…Premier…Livre…de…Japonais”…『福岡教育大学紀要第 4 分冊教職
科篇（62）』福岡教育大学編 .
モラエス著岡村多希子訳（2000）『モラエスの旅―ポルトガル人外交官の生涯』彩流社 .
モラエス著花野富蔵訳（1969）『定本モラエス全集Ⅰ〜Ⅴ』集英社 .

